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　　近い将来に瀞いて機械化飼育法が養蚕縫営内に取り入れられることは必至である。当学部農場

においでも自動飼育装置の実用試験を実施中であb，飼育面に痴いても機械飼育の技術体系を確

立しなければならない。そこでそれらの一環どして表題の試験を行った。すなわち機械飼青法に

　よると年間多回育が要求され・冬期飼育の問題が生じる。その場合の保瀞法の一つとして電熱線

　を直接蚕座内に配する方法と，桑の面では冷凍貯蔵桑給与ならびに菱蚕専用抜裁鎌の矛2回目伸

長桑の上半部利用等についての飼育試験を行い比較的良好k成績を収めたのでその一部を報告す

　る。

　本試験を行うに当り，電力中央研究所農電研より電熟線，“t・一一モスタット等の諸器具の審贈を

頂い児ことに対し，衷心より深謝の意を表する。

　　　材料と方法

　蚕品種・・…　t・・・…　春月宝鐘

　電熱線と配線法・…500W，長さ40m／Z）温床用電熱線を飼育枠（ユ70×270・．m深さ

25伽）の底部に張り・その．上に蚕児を入れ上部に換気（有孔）ポリエチレン布を覆っだ。蚕座

内の温度はすべて約25むに保つようにサー一　eスターを用いた。

使用桑・一…・・・・・…夏蚕専用株から伸長した2回目桑桑は初冬期まで硬化しないので，この上

半部を50～loo翻友切し用いた。

　冷凍区はこの桑をo馬5Cの冷蔵庫内に3～30臼間貯蔵したものを給専しft。貯蔵に当って

乾燥，損揚を防ぐkめポリXチレン袋に圧縮密封をして大型冷蔵庫に入れて誇いた。

掃　立・・…一……ユ0月ユ8日，上族開始……ユ工月ユ5日，試鹸区，1区ユOO頭宛を

／3令起蚕時に数え，次のような試験区を設定した。

対照区…‘t………掃立から上族まで上記の桑（夏蚕期に全刈をしだ株からit　2回伸長）を与

え，鎧内を電熱線で齢し，冶孔剥エチレン布で被幌

ユ令よ厨令凍桑給与区…・掃立当初より上族まで上記冷凍貯蔵楽を給与し，他は両様。
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第ユ衷収繭調査　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　供試頭数　ユoo頭（3令起蚕）
　　　　　　　　　　　　　　　／

試験区　名
上繭数　　　1 上纈重量 中下繭数 減蚕数 上繭ユ粒重 全令径過

対照区融　ユ 9呂粒 ユ047 4粒 呂 工122 30臼　7時

〃　　　麗o．2 93 ユ28 6 ユ ユ．呂8 30．ユo

〃　　　1遇α　3 9ユ u7 2 ツ ユ．29 30．ユO

〃　　　融　4 91 uワ 5 4 上29 30．ユ5

〃　　　ド紅　5 go ユユ4 4 6 工2ワ 30．ユ5

〃　　　瞳L　6 93 ユ50 4 3 工呂9

ユ令より冷凍榮給与区 82 ユ08 8 ユo ユ．3臼 30．00

2　〃　　　　　〃 89 ユ05 ユo ユ．18 50．　5

3　〃　　　　” 8ユ 92 鳩 ワ ユ．ユ5 呂1．　5

4　”　　　　　” ツ2 88 ユ9 9 1．22 30．ユツ

5　”　　　　　” 95 ユ22 2 5 工．3ユ 30．ユ5

掃立　ユO月ユ8日　　上藤開始　1ユ月ユ今日

第2表　繭質調査

試　鹸　区　名 繭 璽 繭顧歩合 調査粒数
一．@　　＼、　　　　　　、、

δ ♀ 平均 6 ♀ 平均

対照区瞼　工 ユ・（XP　9 1，鶏5呂2 ユ9ユ319 2翫ワ3％ 滋呂6％ 2紘O喜％
　　嶋X2

〃　　　佃．　2 ユ賢281 ユ9騨5 ユ・4．2B 嵐．oユ 20．］」↓ 22．06 9ユ

ユ，ユユ呂 1，41ユ ユ．96燈 2島9生 処．52 鵤．％ 89

〃　　　1隅o．　4謬 ユ，164 ユ。4コユ ユ928ワ 翅」o盗 22．ユ4 泓09 89

〃　　　臨　5 ユ，ユ96 19422 ユ9欧）9 22．43 20．ワ5 2Lδ9 88

ユ令より冷礫楽給与区 ユ，2（殴 工，440 ユ，322 £み呂o ユ9．46 処．58 ワワ

2令より　　〃 工（y7ユ 漏283 ユ5工w 鶏2．49 鶏0、Qユ 訊．尾5 86

3令より　　” ↓505D ユ，252 ユは51 20．55 19．26 ユ9．40 8ユ

4令より　　” ユ，（yア9 1働3製7 ユ9213 23うワQ 20．05 21．i卸 65

　　　　　1T令よ砂　　” ユユ68 工唾488 1，呂聡 烈』，磁 20．ユ2 22．28 9ユ
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2令より冷凍榮給与区け・…　2令期よb上族まで冷・凍桑を給．与し，他は河様。

3令より冷凍楽給与区……3令期よb・…一一・…・・

4令より冷凍桑給与区……　4令期よb・………鱒　　　　　　　　　　　／

5令より冷凍…桑…給与区ポ幽騨．●．5令期より，．●・e鳴・●●◎。練

　　　　試鹸結果及び考察
　第1表より上繭ユ粒重をみるとユ．12～1．呂89で普通蚕期に比して2～3割軽いが，減

蚕歩合にむいては殆んど差はlt　〈f病蚕は全ぐみられなかった。全令経過は約30日で春蚕並で

あった。な静冷凍桑給与区においても殆んど差は認められなかった。

　第2表より繭層歩合をみると20～22％でほぼ他蚕期と同じであった。

　以上から初冬期（ユ0月以降）に脚いて夏蚕期全刈株から発生した2回囲の条桑を用いて家蚕

を飼育する可能性を見出した。な論この桑を冷凍貯蔵して用いても差支えない。電熱線を直擾蚕

座内に配線して保渦する方法《ついては，設備費と電気消費料の点に問題はあるが，育蚕面には

冶んど支障はないので，実用化に対して何らかの示唆を得たものと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
－12－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1


